
‭２０２４年度 ＥＭＣＡ通常総会（研修会）‬
‭日時　２０２５年６月１４日（土）１０時００分～１６時００分‬
‭場所　AP西新宿（会場参加＆オンライン参加）‬

‭～次　第～‬

‭【第１部】総会‬‭（１０：００～１２：３０）‬

‭１．開会の辞・理事長あいさつ‬
‭２．議題（議決事項）‬

‭第 1 号議案　2024年度 事業報告及び決算報告‬
‭第 2 号議案　2025年度 事業計画及び予算‬

‭　　３．EAPメンタルヘルスカウンセラー‬
‭　　　　活動コンテスト2025‬

‭４．全国支部会活動報告‬
‭５．事務局からの連絡事項＜研修会のご案内＞‬
‭６．閉会の辞‬

‭【第２部】研修会‬‭（13:30～15:00）・‬‭懇親会‬‭（15:15～15:45）‬

‭ルーム A‬
‭「倫理研修Ⅱ」 講師：石川 裕理先生‬
‭ルーム B‬
‭「こころがけたい おもてなし講座」講師：野間 貴大先生‬

‭※終了後　会場、オンライン共に懇親会を開催いたします。‬

‭特定非営利活動法人 EAPメンタルヘルスカウンセリング協会‬
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‭2 0 2 4 年 度　事 業 報 告‬
‭特定非営利活動法人ＥＡＰメンタルヘルスカウンセリング協会‬

‭１　事業の成果‬
‭創設12年目を迎え、eMC資格認定試験を東京、愛知(名古屋)、宮城(仙台)、大阪で実施。より質の高いカウン‬
‭セラー養成を目指し、1次(学科)試験と2次(実技)試験を実施した。教育事業についてはEMCAアカデミーとし‬
‭て各種研修やカウンセリングの実践機会など継続的な学習機会を設けるとともに、オンラインカウンセラー育‬
‭成プログラムを提供し、会員のスキルアップに向けた施策を実施した。また、EAP従業員支援プログラムの普‬
‭及及び支援事業については、企業内メンタルヘルス部門やキャリアなど最前線にて支援する方々との連携や‬
‭キャリアとメンタルの融合を目指すキャリア部会の展開や、創設4年目を迎えた全国支部会の活動支援を実施し‬
‭た。情報提供事業については引き続き協会機関誌の発行の他、協会ホームページを活用した情報発信をした。‬
‭新たに会員によるブランディング委員会を創設し、会員の皆様と連携しEMCAブランド認知の向上に努めた‬‭。‬

‭２　事業の実施に関する事項‬
‭(1) 特定非営利活動に係る事業‬

‭事業名‬ ‭事業内容‬ ‭実施‬
‭日時‬

‭実施‬
‭場所‬

‭従事‬
‭者の‬
‭人数‬

‭受益対象者の範囲及‬
‭び人数‬

‭事業費の金額‬
‭(千円)‬

‭資格認定試験‬
‭事業‬

‭EAPメンタルヘルスカウン‬
‭セラーの技術レベルを認定す‬
‭る資格試験の実施‬

‭年2‬
‭回‬
‭計15‬
‭日間‬

‭東京‬
‭名古‬
‭屋‬
‭大阪‬
‭仙台‬

‭10名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭9,787‬

‭EAPメンタ‬
‭ルヘルス教育‬
‭事業‬

‭EAPメンタルヘルスカウン‬
‭セラー養成のためのカリキュ‬
‭ラム開発及びその教育事業‬

‭通年‬ ‭法人‬
‭事務‬
‭所‬

‭10名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭18,703‬

‭従業員支援プ‬
‭ログラム‬
‭(EAP)の普‬
‭及・導入事業‬

‭企業、自治体等への従業員支‬
‭援プログラム(EAP)の普‬
‭及・導入支援事業‬

‭通年‬ ‭法人‬
‭事務‬
‭所‬

‭3名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭0‬

‭情報提供事業‬ ‭協会ホームページの制作を通‬
‭して法人の活動状況やEAP‬
‭に関する情報発信を実施‬

‭通年‬ ‭法人‬
‭事務‬
‭所‬

‭3名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭0‬

‭(2) その他の事業‬
‭実施なし‬

‭1‬
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‭【事業実施期間】‬
‭２０２４年４月１日　～　２０２５年３月３１日‬

‭【会員数】※２０２５年３月３１日現在‬
‭会員数‬ ‭(2024年度新規)‬

‭□個人正会員‬ ‭１，２７８名‬ ‭１７３名‬

‭□法人正会員‬ ‭３法人‬
‭※株式会社日本ライセンスバンク様‬
‭※株式会社リカレント様‬
‭※一般社団法人中小企業ＥＡＰ普及推進協議会様‬

‭増減なし‬

‭□法人賛助会員‬ ‭２法人‬
‭※医療法人社団學風会様‬
‭※特定非営利活動法人日本トラウマ・サバイバー‬
‭ズ・ユニオン様‬

‭増減なし‬

‭ｅＭＣカリキュ‬
‭ラム認定機関‬

‭リカレントメンタルヘルススクール様‬ ‭増減なし‬

‭※キャリア会員‬ ‭３，２８４名‬ ‭－‬

‭【事業の活動内容等】‬

‭（１）資格認定試験事業‬
‭ＥＡＰメンタルヘルスカウンセラー（ｅＭＣ）資格認定試験を２回実施しました。‬

‭第２３回‬
‭実施日時：1次学科試験2024年6月23日、2次実技試験8月17,18,21,24,25日,9月1日‬
‭実施場所：アットビジネスセンター渋谷東口駅前/PREMIUM新大阪、‬
‭　　　　　オフィスパーク名駅カンファレンスセンター、仙都会館(貸会場による運営)‬
‭1次受験者数：３８名、３７名合格（合格率９７．４％）‬
‭2次受験者数：１５９名、１２３名合格（合格率７７．４％）‬

‭第２４回‬
‭実施日時：1次学科試験2024年12月22日、2次実技試験2025年2月15,16,19,22,23日,3月1,2日‬
‭実施場所：アットビジネスセンター渋谷東口駅前/PREMIUM新大阪、‬
‭　　　　　オフィスパーク名駅カンファレンスセンター、仙都会館(貸会場での運営)‬
‭1次受験者数：３８名、３８名合格（合格率１００％）‬
‭2次受験者数：１７０名、１４０名合格（合格率８２．４％）‬

‭※累計合格者数　２，０００名‬

‭（２）ＥＡＰメンタルヘルス教育事業‬
‭１）ＥＭＣＡアカデミー（研修）‬
‭ｅＭＣのスキル養成を目的とした講座(研修)を実施いたしました。のべ参加人数は７４７名‬
‭2024年5月11日‬
‭2024年10月26日‬
‭2024年‬

‭倫理研修Ⅰ(ZOOM)‬
‭倫理研修Ⅰ(ZOOM)‬
‭倫理研修Ⅱ(映像版)‬

‭77名‬
‭70名‬

‭152名‬

‭2024年5月18日・5月25日‬
‭2024年6月15日・6月29日‬
‭2024年8月3日・10日‬
‭2024年10月12日・19日‬
‭2024年11月30日・12月7日‬
‭2025年1月11日・18日‬

‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬
‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬
‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬
‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬
‭システムズ・アプローチ講座‬
‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬

‭13名‬
‭12名‬
‭12名‬
‭16名‬
‭7名‬
‭6名‬

‭2‬
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‭2025年2月8日・15日‬
‭2025年3月8日・15日‬

‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬
‭システムズ・アプローチ講座（ZOOM）‬

‭9名‬
‭18名‬

‭2024年4月20日・27日‬

‭2024年6月22日・30日‬

‭2024年7月20日・8月3日‬

‭2024年8月10日・17日‬
‭2024年9月15日・23日‬

‭2024年10月26日・11月2日‬

‭2025年1月13日・25日‬

‭2025年3月11日～20日（全4回）‬

‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬
‭共通要因アプローチ・カウンセリング講座（‬
‭ZOOM）‬

‭24名‬

‭12名‬

‭8名‬

‭9名‬
‭11名‬

‭6名‬

‭19名‬

‭9名‬

‭2024年5月26日・6月2日‬

‭2024年8月21日～9月25日（全6回）‬

‭2025年1月9日～2月13日（全6回）‬

‭2025年1月26日・2月2日‬

‭認知行動療法-CBTのアセスメント・技法を学‬
‭び実践に活用する（ZOOM）‬
‭認知行動療法-CBTのアセスメント・技法を学‬
‭び実践に活用する（ZOOM）‬
‭認知行動療法-CBTのアセスメント・技法を学‬
‭び実践に活用する（ZOOM）‬
‭認知行動療法-CBTのアセスメント・技法を学‬
‭び実践に活用する‬

‭13名‬

‭8名‬

‭7名‬

‭15名‬

‭2024年9月26日～10月31日（全6回）‬

‭2025年2月20日～3月27日（全6回）‬

‭2024年4月6日・13日‬

‭2024年8月4日・18日‬

‭2025年2月3日～19日（全6回）‬

‭認知行動療法　アドバンス講座‬
‭－ワークやロールプレイで実践力を身につける‬
‭（ZOOM）‬
‭認知行動療法　アドバンス講座‬
‭－ワークやロールプレイで実践力を身につける‬
‭（ZOOM）‬

‭対人関係療法(IPT)に基づいたカウンセリング‬
‭技法‬
‭対人関係療法(IPT)に基づいたカウンセリング‬
‭技法  （ZOOM）‬
‭対人関係療法(IPT)に基づいたカウンセリング‬
‭技法（ZOOM）‬

‭6名‬

‭5名‬

‭10名‬

‭12名‬

‭8名‬

‭2024年5月11日・18日‬
‭2024年6月8日・15日‬
‭2024年8月15日・16日‬
‭2024年9月7日・21日‬
‭2024年11月30日・12月7日‬
‭2025年1月5日・1月12日‬
‭2025年3月9日・3月16日‬

‭クライシス・カウンセリング講座‬
‭クライシス・カウンセリング講座‬
‭クライシス・カウンセリング講座‬
‭クライシス・カウンセリング講座‬
‭クライシス・カウンセリング講座‬
‭クライシス・カウンセリング講座‬
‭クライシス・カウンセリング講座‬

‭7名‬
‭3名‬
‭9名‬
‭3名‬
‭6名‬
‭4名‬
‭5名‬

‭2024年6月15日・29日‬
‭2024年7月13日・27日‬
‭2024年12月7日・21日‬

‭交流分析基礎講座(ZOOM)‬
‭交流分析基礎講座(ZOOM)‬
‭交流分析基礎講座(ZOOM)‬

‭20名‬
‭19名‬
‭10名‬

‭2024年6月15日・29日‬

‭2024年8月24日・31日‬

‭2024年10月26日・11月2日‬

‭2024年11月9日・16日‬

‭2025年2月15日・22日‬

‭ブリーフセラピー～解決志向アプローチ入門講‬
‭座(ZOOM)‬
‭ブリーフセラピー～解決志向アプローチ入門講‬
‭座(ZOOM)‬
‭ブリーフセラピー～解決志向アプローチ入門講‬
‭座‬
‭ブリーフセラピー～解決志向アプローチ入門講‬
‭座（ZOOM）‬
‭ブリーフセラピー～解決志向アプローチ入門講‬

‭8名‬

‭13名‬

‭6名‬

‭5名‬

‭7名‬

‭3‬
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‭座（ZOOM）‬

‭実習プログラム導入研修‬
‭実習プログラム導入研修‬

‭教育カウンセリング分析‬

‭N-FITキャリアカレッジ日本橋　20名参加（前年17名）‬
‭八幡メンタルクリニック　 28名参加（前年28名）‬

‭38名‬

‭２）ＥＭＣＡアカデミー（実習）‬
‭ｅＭＣの実践機会増を目的としたカウンセリング・プラクティカムを実施いたしました。‬
‭※2025年度に実施期間がまたがるものは次年度に持ち越し‬

‭　・インターン生：実施108名（※前年86名）‬
‭　・ＣＬ数：108名（※前年86名）‬
‭　・のべカウンセリング回数：インターン生によるカウンセリング324回（※前年258回）‬
‭　・スーパービジョン回数：108回（インテーク＋終結を1回とカウント）、のべ216名‬

‭参加、聴講53名（※前年172名、聴講74名）‬

‭３）スキルアップ研修‬
‭カウンセラーとしてのスキルアップを目的とした講座（研修）を実施いたしました。‬
‭・のべ参加人数：152名（昨年122名）‬

‭「現場で実際に対応した「なま」の事例を通して学ぶワークショップ」「カウンセリング体‬
‭験講座」「トラウマインフォームドケア（TIC）の理解と実践」「おもてなし必須の語彙‬
‭アップ・表現ブラッシュ・和力レベルアップ講座」「「EAP」と「キャリコン」ダブルライ‬
‭センス保持者に 特に理解が必要なカウンセリングの肝」「グリーフの支援　～カウンセラー‬
‭としての遺族対応編～」「生きていくチカラをとりもどそう」「杉山崇 先生の心理学サロ‬
‭ン」「箱セミナー～人間関係の問題が起こるメカニズムと解決に向けたフレームワーク～」‬
‭等‬

‭４）オンラインカウンセラー養成プログラム‬
‭オンラインカウンセラーとして必要な知識・技術を習得する講座をこれまでに3期実施いたし‬
‭ました。リカレントが設置し、EMCAも運営協力するオンラインカウンセリングプラット‬
‭フォーム「mezzanine（メザニン）」のメザニンカウンセラーとして活躍されている会員も‬
‭輩出いたしました。‬
‭・参加人数：44名‬

‭（３）従業員支援プログラム（ＥＡＰ）の普及、導入支援事業‬
‭本事業については、企業（事業所）を対象にした活動が中心となり、メンタルヘルス対策に‬
‭課題を持つ担当者に向けて必要な情報提供をするとともに、ＥＭＣＡ活動趣旨を周知、ご理‬
‭解いただき、ＥＭＣＡの会員加入を含めた関係構築をいたしました。結果、3法人の会員継続‬
‭を実施することができました。‬

‭１）ＥＭＣＡキャリア部会関連‬
‭　・国家資格キャリアコンサルタント試験合格者向けイベント　3回実施‬
‭　・企業のゲストセミナー（2024年9月27日「‬‭ウェルリンク株式会社‬‭」）‬

‭２）東京都教育庁アウトリーチ「公立学校の教職員への相談支援」‬
‭　・ウェルリンク様との連携により、EAPメンタルヘルスカウンセラーが相談支援‬
‭　・採用カウンセラー41名、教職員へのカウンセリング5,216ケース‬
‭　‬
‭（４）情報提供事業‬
‭１）EMCA機関誌（Cor -こる-）2024年8月（NO. 22）、11月（NO.23）、2025年3月（‬
‭NO.24 発刊は4月）。協会ホームページにて、最新情報や活動実績などを随時更新の上、情‬
‭報発信いたしました。‬

‭以　上‬

‭4‬
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（単位：円）

一般正味財産増減の部
Ⅰ　経常収益

１　受取会費
1,030,000
8,091,000 9,121,000

２　受取寄付金等
受取寄付金振替額（指定正味財産からの振替） 0
支部設立金・支部運営金 * 768,000 768,000

３　事業収益
9,787,250

17,796,675
907,280 28,491,205

４　その他収益
雑収入（名刺作成サービス代等） 135,929
受取利息（普通預金利息） 28,686 164,615

経常収益計 38,544,820

Ⅱ　経常費用
１　事業費

資格認定試験費（会場費用、運営ｽﾀｯﾌ費用等） 8,426,618
講師料（ｾﾐﾅｰ講師料、ｶｳﾝｾﾗｰ費用） 4,838,389
会員管理業務費（総会費用等） 1,283,167
研修事業費（会場費用等） 3,915,559
会報誌費用（原稿制作費用、印刷代） 994,051
システム運用費用 329,120
支部設立費 * 200,000
支部運営費（1136名×500円） * 568,000 20,554,904

２　管理費
(1)人件費

役員報酬 0
給料手当（ｽﾀｯﾌ給与） 7,005,641
人件費計 7,005,641

旅費交通費（ｽﾀｯﾌ通勤費用、移動交通費） 251,221
賃借料 330,000
消耗品費（事務用品購入） 64,770
諸会費（国際EAP協会、新宿NPOﾈｯﾄﾜｰｸ協議会他） 90,000
支払手数料（ドメイン管理料、振込手数料等） 199,210
通信費（切手代等） 44,883
雑費 82,358
租税公課（預金利息に対する所得税等） 4,761
その他経費計 1,067,203

28,627,748

当期一般正味財産増減額 9,917,072
前期繰越一般正味財産増減額 35,035,277
次期繰越一般正味財産増減額 44,952,349

指定正味財産増減の部
Ⅰ　経常収益受取寄付金 0

Ⅱ　一般正味財産への振替額 0

当期指定正味財産増減額 0
前期繰越指定正味財産増減額 0
次期繰越指定正味財産増減額 0

当期正味財産増減額 9,917,072
前期繰越正味財産額 35,035,277
次期繰越正味財産額 44,952,349

　２０２４年度　　活動計算書

　　２０２４年４月１日から２０２５年３月３１日まで

金 額

特定非営利活動法人　ＥＡＰメンタルヘルスカウンセリング協会

正会員受取年会費

科目

受験料収入
受講料収入

正会員受取入会金

カウンセリングプラクティカム収入

経常費用計

(2)その他経費
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２０２４年度通常総会　第１号議案資料④

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金預金

現金 105,565

普通預金　みずほ銀行新宿 44,847,800

普通預金　みずほ銀行新宿（西日本支部） 319,765

普通預金　みずほ銀行新宿（神奈川支部） 282,589

普通預金　みずほ銀行新宿（関東支部） 637,824

普通預金　みずほ銀行新宿（東京支部） 513,691

　流　動　資　産　合　計 46,707,234

２　固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計 0

(2)無形固定資産

無形固定資産計 0

(3)投資その他の資産計

投資その他の資産計 0

　固　定　資　産　合　計 0

資　　産　　合　　計 46,707,234

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

未払金 1,593,056

預り金 161,729

　流　動　負　債　合　計 1,754,785

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 1,754,785

正　　味　　財　　産 44,952,449

２０２４年度　　財産目録

　　２０２５年　３月３１日現在

科 目 金 額

特定非営利活動法人
ＥＡＰメンタルヘルスカウンセリング協会
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‭２０２４年度通常総会　第２号議案資料①‬

‭2 0 2 5 年 度　事 業 計 画‬
‭２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日まで‬

‭特定非営利活動法人ＥＡＰメンタルヘルスカウンセリング協会‬
‭１　事業実施の方針‬
‭創設13年目を迎え、eMC資格認定試験は引き続き東京、愛知(名古屋)、宮城(仙台)、大阪で実施予定。より質‬
‭の高いカウンセラー養成を目指し、1次(学科)試験と2次(実技)試験を継続する。第25回eMC資格認定試験より‬
‭受験資格を広げ、4年生大学の‬‭心理学または心理学関係の学科・専攻等を卒業した者、心理学または心理学関係‬
‭の大学院の課程に在学する者、または同課程を修了した者について受験資格を有するものとして受験の受け入‬
‭れを開始する‬‭。‬‭教育事業についてはEMCAアカデミーにて引き続き初期研修の充実やカウンセリングの実践機‬

‭会、オンラインカウンセラー育成プログラムなど継続的な学習機会を設け、会員のスキルアップに向けた施策‬
‭を実施する予定。また、EAP従業員支援プログラムの普及及び支援事業については、企業内メンタルヘルス部‬
‭門やキャリア部門など最前線にて支援する方々との連携も含め展開を予定し、全国支部会の支援も継続する。‬
‭情報提供事業については引き続き協会機関誌の発行や協会ホームページを活用した情報発信を進めていく。ブ‬
‭ランディング委員会との連携により、引き続きEMCAブランド認知の向上に努める。新宿NPOネットワーク協‬
‭議会との連携も進めていく。‬

‭２　事業の実施に関する事項‬
‭(1) 特定非営利活動に係る事業‬
‭事業名‬ ‭事業内容‬ ‭実施‬

‭日時‬
‭実施‬
‭場所‬

‭従事‬
‭者の‬
‭人数‬

‭受益対象者の範囲及‬
‭び人数‬

‭事業費の金額‬
‭(千円)‬

‭資格認定試験‬
‭事業‬

‭EAPメンタルヘルスカウン‬
‭セラーの技術レベルを認定す‬
‭る資格試験の実施‬

‭年2‬
‭回‬

‭東京‬
‭名古‬
‭屋‬
‭大阪‬
‭仙台‬

‭10名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭9,000‬

‭EAPメンタ‬
‭ルヘルス教育‬
‭事業‬

‭EAPメンタルヘルスカウン‬
‭セラー養成のためのカリキュ‬
‭ラム開発及びその教育事業‬

‭通年‬ ‭法人‬
‭事務‬
‭所‬

‭10名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭17,000‬

‭従業員支援プ‬
‭ログラム‬
‭(EAP)の普‬
‭及・導入事業‬

‭企業、自治体等への従業員支‬
‭援プログラム(EAP)の普‬
‭及・導入支援事業‬

‭通年‬ ‭法人‬
‭事務‬
‭所‬

‭3名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭0‬

‭情報提供事業‬ ‭協会ホームページの制作を通‬
‭して、法人の活動状況や‬
‭EAPに関する情報発信を実‬
‭施‬

‭通年‬ ‭法人‬
‭事務‬
‭所‬

‭3名‬ ‭首都圏及び主要都市圏‬
‭内企業・事業所に所属‬
‭する経営者・従業員一‬
‭般(不特定多数)‬

‭0‬

‭(補足)‬
‭□2025年度eMC資格認定試験‬
‭　第25回1次(学科)6/22・2次(実技)8/23～9/7、第26回1次(学科)12/21・2次(実技)2/21～3/8‬

‭9‬



‭２０２４年度通常総会　第２号議案資料②‬

‭□2025年度の主な事業計画について‬

‭■ＥＭＣＡアカデミー‬
‭＜内容＞‬
‭EAPカウンセラーとしての専門性の向上のためのトレーニングプログラムの実施。‬
‭2025年度は倫理研修・システムズアプローチ・共通要因アプローチ・CBT・IPT・クライシ‬
‭スカウンセリング・交流分析基礎講座・ブリーフセラピーなど実施予定。また、遠隔地の会‬
‭員様向けにオンラインでの講座も積極的に実施する。‬
‭収支予測‬ ‭＜収入＞‬ ‭受講料‬ ‭16,000千円‬

‭＜支出＞‬ ‭会場費、教材費、人件費、運営費、受講料支援等‬ ‭12,500千円‬

‭＜収支＞‬ ‭3,500千円‬

‭■オンラインカウンセラーの育成‬
‭＜内容＞‬
‭社会のニーズの高まりを背景に遠隔心理援助の重要なツールであるオンラインカウンセリン‬
‭グに必要な知識とカウンセリング技術を習得するためのプログラムを提供。オンラインカウ‬
‭ンセラーの育成に繋げる。‬
‭収支予測‬ ‭＜収入＞‬ ‭受講料‬ ‭700千円‬

‭＜支出＞‬ ‭会場費、教材費、人件費、運営費、受講料支援等‬ ‭600千円‬

‭＜収支＞‬ ‭100千円‬

‭■キャリア部会‬
‭＜内容＞‬
‭EMCAのキャリア会員向けの支援スキル拡張をねらいとし、各種のトレーニングプログラ‬
‭ム、領域別勉強会、情報交換会並びに領域を超えた事例検討会を実施する。また、支援に資‬
‭するネットワーク構築のためのEAPメンタルヘルスカウンセラーとキャリア会員の交流の場‬
‭を提供していく予定。‬
‭収支予測‬ ‭＜収入＞‬ ‭受講料‬ ‭300千円‬

‭＜支出＞‬ ‭会場費、教材費、人件費、運営費等‬ ‭300千円‬

‭＜収支＞‬ ‭0千円‬

‭■官公庁入札資格を取得。NPOとして参加すべき案件があれば、今後、入札していく。‬
‭　(今年度は予算計上しておりません)‬

‭10‬



２０２４年度通常総会　第２号議案資料②

（単位：円）

一般正味財産増減の部

Ⅰ　経常収益

１　受取会費 *1

受取入会金 1,000,000

正会員受取会費 9,470,000 10,470,000

２　受取寄付金等

受取寄付金（指定正味財産からの振替） 0

支部設立金・支部運営金 *2 639,000 639,000

３　事業収益

9,000,000

17,000,000 26,000,000

４　その他収益

雑収入 120,000

受取利息 30,000 150,000

経常収益計 37,259,000

Ⅱ　経常費用

１　事業費

資格認定試験費 8,000,000

講師料 4,500,000

会員管理業務費 1,200,000

研修事業費 3,600,000

会報誌費用 900,000

システム運用費用 300,000

支部運営費 *3 639,000 19,139,000

19,139,000

２　管理費

(1)人件費

役員報酬 0

給料手当 9,600,000

人件費計 9,600,000

旅費交通費 250,000

賃借料 1,200,000

消耗品費 60,000

諸会費 90,000

支払手数料 180,000

通信費 50,000

雑費 80,000

租税公課 75,000

その他経費計 1,985,000

11,585,000

30,724,000

当期一般正味財産増減額 6,535,000

前期繰越一般正味財産増減額 44,952,349

次期繰越一般正味財産増減額 51,487,349

指定正味財産増減の部

Ⅰ　受取寄付金 0

Ⅱ　一般正味財産への振替額 0

当期指定正味財産増減額 0

前期繰越指定正味財産増減額 0

次期繰越指定正味財産増減額 0

当期正味財産増減額 6,535,000

前期繰越正味財産額 44,952,349

次期繰越正味財産額 51,487,349

*1 2025年度新規入会者数見込　200名　　入会金@5,000円×200＝1,000,000円、会費@7,000円×200＝1,400,000円

2025年度継続会員数見込　1,152名　　会費@7,000円×1,150＝8,050,000円、会費@10,000円×2＝20,000円

*2

*3

*4

.

設立費：なし　運営費：639,000円  (500円×1,278名）

2025年度受験者数見込440名(再受験者を含む) 22,500円（2024年度一人当たり受験料平均額）×440＝9,900,000円（税込）

2025年度より、消費税の経理処理方法を従来の税込方式から税抜方式へ変更しております。
これに伴い、本予算の金額はすべて税抜金額で表示しております。

受験料収入 *2

受講料収入

事業費計

(2)その他経費

管理費計

経常費用計

　２０２５年度　活動予算

　　２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日まで

特定非営利活動法人　ＥＡＰメンタルヘルスカウンセリング協会

科目 金額

10



２０２４年度通常総会　第２号議案資料③
（単位：円）　

2024年度予算(税込) 2024年度実績(税込) 2025年度予算(税抜)
一般正味財産増減の部
Ⅰ　経常収益
　　1　受取会費
　　　　　受取入会金 1,000,000 1,030,000 1,000,000
　　　　　正会員受取会費 9,100,000 8,091,000 9,470,000
　　2　受取寄付金等
　　　　　受取寄付金 （指定正味財産からの振替） 0 0 0
　　　　　支部設立金・支部運営金 868,000 768,000 639,000
　　3　事業収益
　　　　　受験料収入 8,057,500 9,787,250 9,000,000
　　　　　受講料収入(ＥＡＰメンタルヘルス教育事業) 19,000,000 17,796,675 17,000,000
　　　　　カウンセリングプラクティカム収入 *1 600,000 907,280 0
　　4　その他収益
　　　　　雑収入 50,000 135,929 120,000
　　　　　受取利息 500 28,686 30,000
　　経常収益計 38,676,000 38,544,820 37,259,000

Ⅱ　経常費用
　　1　事業費
　　　　　　資格認定試験費 8,500,000 8,426,618 8,000,000
　　　　　　講師料 4,400,000 4,838,389 4,500,000
　　　　　　会員管理業務費 1,100,000 1,283,167 1,200,000
　　　　　　研修事業費 2,600,000 3,915,559 3,600,000
　　　　　　会報誌費用 1,000,000 994,051 900,000
　　　　　　システム運用費用 350,000 329,120 300,000
　　　　　　支部設立費 300,000 200,000 0
　　　　　　支部運営費 （＠500円） 568,000 568,000 639,000
　　　　事業費計 18,818,000 20,554,904 19,139,000
　　2　管理費
　　　（1）人件費
　　　　　　給料手当 9,600,000 7,005,641 9,600,000
　　　（2）その他経費
　　　　　　採用費 100,000 0 0
　　　　　　印刷製本費 100,000 0 0
　　　　　　旅費交通費 250,000 251,221 250,000
　　　　　　賃借料 0 330,000 1,200,000
　　　　　　消耗品費 50,000 64,770 60,000
　　　　　　諸会費 90,000 90,000 90,000
　　　　　　支払手数料 200,000 199,210 180,000
　　　　　　通信費 50,000 44,883 50,000
　　　　　　雑費 50,000 82,358 80,000
　　　　　　租税公課 500 4,761 75,000
　　　　管理費計 10,490,500 8,072,844 11,585,000
　　経常費用計 29,308,500 28,627,748 30,724,000

　　　当期一般正味財産増減額 9,367,500 9,917,072 6,535,000
　　　前期繰越一般正味財産増減額 35,035,277 35,035,277 44,952,349
　　　次期繰越一般正味財産増減額 44,402,777 44,952,349 51,487,349

指定正味財産増減の部
Ⅰ　受取寄付金 0 0 0

Ⅱ　一般正味財産への振替額 0 0 0

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　前期繰越指定正味財産増減額 0 0 0
　　　次期繰越指定正味財産増減額 0 0 0

　　　次期繰越正味財産額 44,402,777 44,952,349 51,487,349
*1 カウンセリングプラクティカム収入については、2025年度より受講料収入に含めて計上を行います。

科目
金額

*2 2025年度より、消費税の経理処理方法を従来の税込方式から税抜方式へ変更しております。
    これに伴い、2025年度予算の金額はすべて税抜金額で表示しております。
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